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12％
投資的経費

歳入

歳出

128億5,319万円
124億7,129万円

一般
会計

執行率
95.6%

第1号

認 定

特別会計・企業会計決算の議決状況

会計別 歳入総額 歳出総額 議決結果

認定第2号 国民健康保険特別会計 24億3,155万円 23億7,893万円 認定

認定第3号 後期高齢者医療特別会計 1億7,110万円 1億6,919万円 認定

認定第4号 公共下水道事業特別会計 2億9,633万円 2億9,558万円 認定

認定第5号 土地区画整理事業特別会計 1億1,727万円 1億1,689万円 認定

認定第6号 汚水処理施設管理事業特別会計 346万円 255万円 認定

認定第7号 水道事業会計
収益的収入及び支出 5億5,456万円 4億7,969万円

認定
資本的収入及び支出 5,000万円 ※1億2,087万円

※不足する7,087万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補填

認定第8号 中頭地方視聴覚協議会一般会計 剰余金返還額　4,131円 認定
令和２年度一般会計から水道事業会計等の８会計の決算を審議しました。
歳入総額から歳出総額を差引きし、令和３年度に繰越額を除いた実質収支額は、一般会計で３億5,086万円、特別会計で
5,656万円であり、総額４億742万円の黒字決算でした。水道事業会計は、850万円（税抜）の利益剰余金となった。

令和２年度 決算認定 第４回中城村定例会
（令和３年９月６日～27日）

前年度対比1.4倍 増35億 128億円
予算執行 を

認定

新型コロナウイルス交付金
3億832万円支出する

増要因
ポイント

増要因
ポイント
増要因
ポイント

新庁舎建設
学校建設に
予算充当

さらに

新庁舎建設

増要因
ポイント

増要因
ポイント
増要因
ポイント

新庁舎建設
学校建設に
予算充当
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一般会計 下水道事業特別会計 水道事業特別会計

過去3年間の一般会計決算と人口推移（人口統計10月末）

新型コロナウイルス地方創生臨時交付金支援事業総額 内容

事業名 実績額 事業名 実績額

事業者向け緊急包括支援事業（産業振興課） 1,875万円 観光誘客施設活用促進事業（産業振興課） 1,927万円

感染症予防対策事業（総務課・こども課） 2,183万円 中城村水道基本料金減免事業（水道課） 2,000万円

学校給食費支援事業（教育総務課） 3,773万円 赤ちゃん応援金事業（こども課） 2,070万円

図書館パワーアップ事業（生涯学習課） 1,581万円 村立学校情報機器整備事業（教育総務課） 5,656万円

未就学児世帯応援給付金事業（こども課） 1,841万円 中学 3年生学習支援事業（教育総務課） 1,184万円
※事業費の大きなものから一部抜粋しています。※その他の支援事業に6,742万円を支出。

令和2年度予算執行における審査結果の各委員会意見
 一般会計への意見
★住民生活課への意見
　不法投棄監視カメラについては、年次ごとに増設を検討すること。画像の解析を行われていない現状を
改善すること。抑止効果を高める上でもカメラの効果を検証する事。

★健康保険課への意見
　アミノインデックス検査は毎年受診人数が減って、不用額が出ているので新規事業として、例えば40
歳未満の人間ドック健診の補助金に回すなどの検討すべきである。

★教育総務課への意見
　中城村学力向上モデル事業については、最終年度を向かえていることから、これまでの事業の総合評価、
今後の方向性を示すこと。
※ 中城村学力向上モデル事業とは、中城小学校・津覇小学校で行っている、1年生～3年生までの15人学級のことです。

★共同調理場への意見
　児童生徒数の増により、毎年食数も増加することに伴い、安心 ･安全な給食を提供するうえで正職員の
採用及び機械化の導入による負担軽減を図ること。

水道事業会計への意見（上下水道課）
　村民に安心 ･安全な水道水を供給するために、水道施設の新設や老朽化施設の更新、耐震化等整備を進め
ていくように指摘する。
公共下水道事業特別会計への意見（上下水道課）
　令和2年度末までの下水道整備率が55.9％（前年度比+3.6％）水洗化率も59.9％（前年度比+3.3％）
に達しており、今後も生活環境の改善、公用水域の保全に向けて引続き、接続率の向上に努めるよう指摘する。
土地区画整理事業特別会計への意見（都市建設課）
　今後、新地番への変更、法務局への登記、清算金の徴収･交付事務で住民への説明を速やかに行うよう指摘する。
中城村汚水処理施設管理事業特別会計への意見（上下水道課）
　今後、汚水処理施設使用料が大きく増収することが見込めないため、汚水管渠や汚水処理施設の長寿命化
のために点検 ･継続管理及び流域下水道への接続に努めるよう指摘する。

総
務
常
任
委
員
会

文
教
社
会
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会
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令和３年 第４回　９月定例会に上程された
議案・承認・報告・請願・陳情・意見書・決議

中城村課設置条例の一部を改正する条例
（提案理由）機構改革に伴い、事務分掌の変更がある。

中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を
改正する条例
（提案理由）沖縄振興特別措置法第9条等の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措

置が適用される場合を除く場合等を定める省令等の改正による。

中城村手数料徴収条例の一部を改正する条例
（提案理由）マイナンバーカード発行主体が地方公共団体情報システム機構となったた

め。近隣市町村における手数料等との均衡を考慮した。

令和２年度中城村水道事業未処分利益剰余金の処分
未処分利益剰余金　850万2,855円

令和３年度中城村一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ8億2,767万1千円を追加し、歳入歳出予算の
総額をそれぞれ103億4,886万2千円とする。

令和３年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,398万5千円を追加し、歳入歳出予算の総
額をそれぞれ23億7,858万3千円とする。

基金残高

地方債（村債）残高の推移

財政調整基金 減債基金 庁舎建設基金 人材育成基金 チバリヨー中城
ごさまる応援基金

公共施設
整備基金

一般廃棄物処理
施設整備基金

7億5,195万円 1億8,182万円 1億556万円 1,212万円 1億2,922万円 2億1,150万円 1億6,700万円

森林環境譲与税
基金 土地開発基金 国保財政調整

基金
南上原土地区画
整理事業基金

汚水処理施設
管理事業基金 合計

74万円 1億475万円 0.4万円 4億4,958万円 627万円 21億2,057万円
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一般会計 下水道事業特別会計 水道事業特別会計

特定の目的のため積み立て、または準備（貯蓄）しておく資金。

公共施設や道路、下水道などの整備に充てた借入金。
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米海兵隊による有機フッ素化合物（PFOS･PFOA）の汚水排出に
対する抗議決議 ※P15に関連記事掲載

コロナ禍による財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

米海兵隊による有機フッ素化合物（PFOS･PFOA）の汚水排出に
対する意見書

令和３年度中城村一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億549万円9千円を追加し、歳入歳出予算の
総額をそれぞれ104億5,436万1千円とする。

令和２年度沖縄県町村土地開発公社事業報告及び決算報告

国道329号線 泊交差点について、安全性･利便性確保のため
信号機の設置等のお願い 陳情書

令和３年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ37万9千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
それぞれ1億7,699万4千円とする。

令和３年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,543万7千円を追加し、歳入歳出予算の総
額をそれぞれ2億9,125万円とする。

令和３年度中城村汚水処理施設管理事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ90万8千円を追加し、歳入歳出予算の総額を
それぞれ373万5千円とする。

令和３年度中城村水道事業会計補正予算（第１号）
収益的支出　　補正額　　　　 126万5千円
　　　　　　　総　額　　5億2,998万3千円

ウフクビリ線災害防除工事（R3-1工区）請負契約について
契約金額　6,460万6,300円

令和３年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ318万2千円を追加し、歳入歳出予算の総額
をそれぞれ1億6,371万2千円とする。

中城村固定資産評価審査委員会委員の選任
比嘉 毅　氏

中城村監査委員の選任につき同意を求める
中村 悟　氏

（ 5 ）
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専決処分の承認
（令和３年度中城村一般会計補正予算（第２号））
（提案理由）新型コロナウイルス接種体制等につて、緊急に補正予算が必要となったた

め、専決処分したので議会の承認を必要とする。

承認第3号に対する承認
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枝
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嘉
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整

新
垣
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安
里
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市

採
決
の
結
果

議
長

×

〇〇〇

×

〇〇

××

〇〇〇〇

×

〇承
認

起立採決の結果

「○」：賛成　「×」：反対

議員

議案

承認第３号　専決処分の承認の議案に対し討論の結果

◆専決処分は緊急性を要し、議会を招集しかねる状況下でなら認めらけてい
るが、一般会計補正予算（第２号）の内容は緊急性はなく、招集する時間
的余裕がないとは認められないので専決処分に反対します。
◆コロナワクチン対策に関しては緊急性を認め賛成だがその他の案件に関
しては緊急性を要しないとの判断から承認第３号に反対します。

反対討論

●コロナは命に関わることで緊急性があると思います。その他はゆっくり
出来ると考えますが命に関わる事ですので承認第３号に賛成します。

賛成討論

起立採決で 賛成10人・反対５人 で賛成多数で 承 認

専
決
処
分
規
程

法第179条の規定により主に四つの場合に許される。
①議会が成立しないとき
②会議を開くことが出来ないとき（補足法第113条）
③町村長が議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を
招集する時間がないことが明らかであると認められたとき
④議会が議決すべき事件を議決しないとき

コロナ禍のもとで子どもたちおよび女性の健康と学習権を守る
ため、学校等公的施設のトイレに生理用品を配備し、その予算化
を求める（要請）

公営住宅の入居に保証人を不要とする条例改正等を求める陳情書

南上原地区交番設置を求める（請願）

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

（ 6 ）
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源
な
ど
の

捻
出
も
含
め
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員

高
齢
者
の
見
守
り
の

取
り
組
み
は
。

福
祉
課
長

地
域
の
方
や
社

協
、
民
生
委
員
が
支
援
を
要

す
る
方
へ
定
期
的
な
訪
問
見

守
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

経
済
的
な
理
由
で
生

理
用
品
を
購
入
で
き
な
い
方

へ
の
支
援
は
。

福
祉
課
長

実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
相
談
が
あ

れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学

校

給

食

議
員

ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す

る
児
童
生
徒
に
、
三
大
ア
レ

ル
ゲ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る

卵
、
乳
製
品
、
小
麦
の
除
去

食
を
別
に
調
理
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

教
育
総
務
課
長

施
設
の
設

備
や
人
員
に
お
い
て
厳
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

除
去
食
が
厳
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
卵
、
乳
製
品
、

小
麦
が
入
っ
て
い
な
い
料
理

を
2
品
出
す
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

教
育
総
務
課
長

２
品
以
上

に
使
用
し
な
い
よ
う
工
夫
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

地
産
地
消
の
使
用
率

を
あ
げ
る
た
め
の
取
り
組
み

は
。

教
育
総
務
課
長

週
に
１

回
、
畑
回
り
を
行
い
、
生
産

者
か
ら
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員

給
食
費
を
増
額
せ
ず

に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
を
導
入

す
る
考
え
は
。

教
育
総
務
課
長

現
在
、
導

入
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策

議
員

自
宅
療
養
者
へ
の
支

援
を
伺
う
。

健
康
保
険
課
長

現
在
の
と

こ
ろ
支
援
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員

療
養
者
の
方
は
人
に

感
染
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
不
安
に
な
り
買
い
物
に

行
け
ず
困
っ
て
ま
す
。
２
週

間
分
の
食
料
や
日
用
品
を
配

達
す
る
考
え
は
。

健
康
保
険
課
長

必
要
な
方

が
い
れ
ば
、
検
討
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員

休
校
中
の
居
場
所
確

保
は
。

こ
ど
も
課
長

学
童
を
利
用

し
て
い
る
児
童
は
、
学
童
を

午
前
中
か
ら
開
所
す
る
こ
と

に
よ
り
居
場
所
を
確
保
し
て

お
り
ま
す
。

議
員

休
校
中
、
ご
家
庭
で

の
対
応
が
難
し
く
預
か
り
先

比嘉　麻乃 議員

村政を問う！ 一般質問
令和3年9月定例議会
　 ※質問者が会議録から要約した
　　 原稿を編集しています。

比
嘉

麻
乃

安
里

清
市

屋
良

照
枝

石
原

昌
雄

大
城

常
良

金
城
　
　
章

伊
佐

則
勝

渡
嘉
敷
眞
整

安
里
ヨ
シ
子

玉
那
覇

登

新
垣
　
　
修

桃
原
　
　
清

新
垣

貞
則

仲
松

正
敏

新
垣

善
功

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

②
学
校
給
食

①
農
振
地
域
の
一
部
除
外

②
自
治
会
書
記
の
配
置

③
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
副
反
応

④
交
通
安
全
対
策

①
国
道
３
２
９
号
線
の
中
城
村
に
お
け
る
バ
ス
停
留
所

②
道
路
通
報
ア
プ
リ

③
村
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

①
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
負
担
軽
減

②
護
佐
丸
バ
ス
の
ル
ー
ト
見
直
し
で
利
活
用
拡
大
へ

①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

②
旧
庁
舎
解
体
に
伴
う
「
政
府
は
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的

に
見
直
せ
」
の
看
板
撤
去

③
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

①
道
路
整
備

②
村
内
地
域
の
用
途
変
更

③
公
共
施
設
整
備

④
３
月
議
会
一
般
質
問
か
ら

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
事
業

②
村
道
奥
間
南
上
原
線

③
村
道
城
跡
線

①
登
又
中
心
部
に
あ
る
道
路

②
大
瀬
線
・
中
城
城
跡
線
の
交
通
安
全
対
策

③
と
よ
む
中
城
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
の
騒
音
に
対
す

る
必
要
な
指
導
勧
告

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
５
波

①
泊
河
川
の
調
査

②
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
と
道
路
の
整
備

①
災
害
対
策

②
国
道
３
２
９
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

③
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

④
河
川
管
理

⑤
生
活
改
善
推
進

①
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
リ
ス
ク
対
策
は

②
制
服
に
生
徒
の
名
前

①
中
城
中
学
校
・
旧
役
場
庁
舎
跡
地
利
用

②
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
基
本
計
画
策
定

③
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
質
汚
染
問
題

④
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

⑤
泊
バ
ス
停
の
整
備

①
久
場
地
区
の
施
設
整
備

②
中
城
小
学
校
区
内
の
環
境
整
備

③
一
般
質
問
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る

①
生
活
保
護
行
政

②
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

①
中
城
村
事
務
委
託
要
綱
の
見
直
し

②
中
城
地
域
防
災

③
村
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
実
態

④
村
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
と
対
応

（ 7 ）（ 7 ）
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※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

の
熱
い
思
い
の
文
書
だ
と
思

い
ま
す
。
都
市
計
画
区
域
の

変
更
と
併
せ
て
早
急
に
農
振

整
備
計
画
を
見
直
す
よ
う
要

望
し
ま
す
。

自
治
会
書
記
の
配
置

議
員

新
垣
地
区
へ
の
書
記

（
仮
称
）
配
置
に
つ
い
て
、

意
義
を
伺
う
。

総
務
課
長

新
垣
の
区
民
館

が
歴
史
の
道
の
中
間
点
に
あ

り
、
道
を
利
用
す
る
人
の
休

憩
所
や
ト
イ
レ
な
ど
の
便
益

施
設
が
必
要
と
の
観
点
か
ら

検
討
し
ま
し
た
。
村
と
し
て

は
一
つ
の
自
治
会
の
み
に
書

記
を
配
置
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員

順
次
他
の
自
治
会
に

も
波
及
す
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
被
害

議
員

副
反
応
被
害
に
つ
い

て
事
例
を
把
握
し
て
い
ま
す

か
、
あ
わ
せ
て
接
種
の
拡
大

推
進
措
置
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長

複
数
人
の
相

談
が
あ
っ
た
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
が
具
体
的
な
副
反
応

か
は
不
詳
で
す
。
村
独
自
の

見
舞
金
制
度
や
ワ
ク
チ
ン
パ

ス
ポ
ー
ト
の
発
行
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

議
員

大
多
数
の
国
民
が
接

種
を
完
了
す
る
こ
と
で
集
団

免
疫
が
獲
得
さ
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
村
民
の
接
種

に
対
す
る
不
安
を
取
り
除
き

拡
大
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

県
道
35
号
の
安
全
策
は

議
員

新
垣
区
内
の
県
道
35

号
線
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
村
長
に
沖
縄
県
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
旨
の
要
請

書
を
自
治
会
長
名
で
提
出
し

た
が
進
捗
状
況
は
？

総
務
課
長

県
へ
の
働
き
か

け
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

都
市
建
設
課
長

県
と
村
で

ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

中
城
村
内
で
唯
一
歩

道
の
整
備
さ
れ
て
な
い
県
道

で
す
。
早
急
な
対
応
を
求
め

ま
す
。

農
振
地
域
の
一
部
除
外

議
員

農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
大
幅
な
見
直
し
の
時

期
は
。
村
民
の
意
向
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
る
か
。

副
村
長

令
和
5
年
以
降
、

村
の
土
地
利
用
計
画
と
併
せ

て
進
め
た
い
。

村
長

我
々
が
で
き
る
限
り

の
裁
量
を
行
使
し
て
地
権
者

の
意
向
に
応
え
て
い
き
た

い
。

議
員

那
覇
広
域
か
ら
中
部

広
域
へ
の
移
行
作
業
と
併
せ

て
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

農
振
区
域
の
変
更
と
都
市

計
画
の
見
直
し
は
分
離
し
て

は
考
え
ら
れ
な
い
。

副
村
長

地
権
者
の
意
向
を

踏
ま
え
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員

泊
区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
住
宅
建
設
に
向
け
た
嘆

願
書
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の

土
地
に
住
宅
を
建
て
た
い
と

安里　清市 議員

面
も
広
げ
て
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
現
在
の
停
留
所

が
右
側
（
安
里
よ
り
）
に
移

る
。
十
字
路
の
渋
滞
緩
和
の

た
め
そ
の
旨
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
腰
掛
け
、
屋
根
の
な
い
奥

間
バ
ス
停
の
待
合
所
の
設
置

を
当
局
か
ら
も
後
押
し
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

議
員

泊
バ
ス
停
留
所
の
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

村
長

二
か
月
ほ
ど
前
に
南

部
国
道
事
務
所
長
に
お
会
い

し
た
時
に
、
泊
バ
ス
停
の
話

が
で
き
非
常
に
前
向
き
な
い

い
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

総
務
課
長

泊
バ
ス
停
に
つ

い
て
は
南
部
国
道
事
務
所
の

交
通
対
策
課
の
課
長
が
本
村

に
来
庁
し
た
時
に
、
バ
ス
停

の
経
過
の
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
8
月
5
日
の
時
点

で
は
口
頭
で
は
あ
り
ま
す

が
、
奥
間
バ
ス
停
が
移
動
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会

に
バ
ス
停
の
屋
根
及
び
ベ
ン

チ
設
置
を
口
頭
で
要
請
は
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
今
度

は
正
式
な
要
請
書
と
い
う
形

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

村
老
連
へ
の
支
援

議
員

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
閉
館
に
伴
い
、
50
年
に
渉

る
会
活
動
と
会
員
増
に
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
不
足
や
備

品
倉
庫
、
保
管
場
所
が
必
要

で
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
の
安

全
な
準
備
の
た
め
に
も
吉
の

浦
グ
ラ
ン
ド
近
く
に
コ
ン
テ

ナ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。

福
祉
課
長

コ
ン
テ
ナ
設
置

は
今
生
涯
学
習
課
長
と
も
調

整
し
て
お
り
、
老
連
側
も
交

え
て
調
整
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
停
留
所
（
奥
間・泊
）

議
員

村
に
お
け
る
国
道

３
２
９
号
線
に
お
い
て
待
合

所
が
な
い
奥
間
バ
ス
停
留

所
、
今
ま
で
ス
ペ
ー
ス
も
な

く
座
る
事
も
で
き
な
か
っ
た

バ
ス
停
留
所
、
現
在
道
路
の

拡
張
に
伴
っ
て
や
っ
と
停
留

所
が
で
き
る
と
い
う
期
待
が

あ
り
ま
す
が
、
確
認
は
さ
れ

て
ま
す
か
。

総
務
課
長

お
答
え
し
ま

す
。
私
が
現
場
を
見
た
限
り

バ
ス
停
が
移
動
す
る
ん
だ
ろ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
直

接
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
道

事
務
所
か
ら
の
通
知
文
は
受

け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

地
域
の
声
と
し
て

「
要
請
書
」
を
浜
・
奥
間
自

治
会
長
、
伊
佐
則
勝
議
員
、

私
で
要
請
書
を
村
長
宛
て
総

務
へ
提
出
し
、
８
月
25
日
に

は
県
議
と
一
緒
に
南
部
国
道

事
務
所
に
出
向
き
所
長
は
じ

め
担
当
課
３
名
で
対
応
、
図

屋良　照枝 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
道
路
損
傷
等
通
報
ア
プ
リ

資
料
配
布

（ 8 ）（ 8 ）
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一般質問

実
態
の
把
握
は
で
き
る
の
か

ど
う
か
。
ま
た
福
祉
課
で
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

教
育
長

家
庭
訪
問
調
査
と

い
う
形
で
毎
年
担
任
を
通
し

て
保
護
者
に
家
庭
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
校
長
会
等

で
も
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
課
長

各
課
と
連
携
し

て
個
別
の
ケ
ー
ス
は
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
地
域
連
携
の

会
議
の
中
で
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

議
員

関
係
部
署
で
十
分
協

議
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て

頂
き
た
い
。

旧
庁
舎
解
体
に
伴
う

「
政
府
は
日
米
地
位
協

定
を
抜
本
的
に
見
直

せ
」
の
看
板
設
置
を

議
員
６
月
議
会
の
答
弁
で

施
設
の
管
理
や
景
観
、
設
置

費
用
の
観
点
か
ら
、
設
置
は

考
え
て
い
な
い
と
い
う
が
、

景
観
に
及
ぼ
す
影
響
は
ど
う

い
う
も
の
か
、
ま
た
費
用
は

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る

か
。
さ
ら
に
日
米
地
位
協
定

の
改
定
は
県
民
、
村
民
の
総

意
で
あ
る
。
目
に
見
え
る
形

で
後
世
に
継
承
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長

地
位
協
定
の
抜
本
的

な
見
直
し
は
全
県
民
の
願
い

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
と
方
法
は
な
い
か
、
お

互
い
で
す
り
合
わ
せ
を
し
な

が
ら
考
え
て
い
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

看
板
は
設
置
か

ら
11
年
経
過
し
て
お
り
、
劣

化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
台

風
等
の
接
近
時
に
管
理
業
務

が
増
加
す
る
。
ま
た
新
庁
舎

に
設
置
す
る
経
費
と
し
て

35
万
か
ら
50
万
程
度
に
な
り

ま
す
。

議
員

日
米
地
位
協
定
は
戦

後
、
沖
縄
県
民
や
村
民
に

と
っ
て
理
不
尽
な
協
定
で
あ

り
、
改
定
し
な
い
と
い
け
な

い
、
設
置
に
向
け
て
考
え
よ

う
。

ヤ

ン

グ

ケ

ア

ラ
ー
の
問
題
は

議
員

令
和
３
年
３
月
時
点

の
小
・
中
学
校
の
要
保
護
児

童
数
、
準
要
保
護
児
童
数
は

何
人
か
。
ま
た
教
育
長
は
６

月
定
例
会
で
村
内
に
対
象
者

は
い
な
い
と
答
弁
し
た
が
、

本
村
で
行
っ
た
実
態
調
査
の

内
容
は
。

教
育
総
務
課
長

要
保
護
数

は
小
学
校
３
名
、
中
学
校
１

名
、
準
要
保
護
数
は
３
小
学

校
で
２
４
５
名
、
中
学
校

１
１
５
名
で
す
。

教
育
長

介
護
等
の
理
由
で

欠
席
し
て
い
る
児
童
生
徒
は

い
な
い
か
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
該
当
者
は
い
な
か
っ
た
の

で
い
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

「
見
よ
う
と
し
な
い
と
見
え

な
い
」
ま
た
「
見
よ
う
と
し

て
も
見
え
づ
ら
い
」
存
在
で

家
庭
環
境
が
大
き
く
左
右
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
で

大城　常良 議員

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
は
、

発
足
当
時
の
目
的
が
達
成
で

き
て
い
る
と
の
判
断
か
ら
、

補
助
金
は
削
減
し
た
。

護
佐
丸
バ
ス
の
ル
ー
ト
見

直
し
で
利
活
用
拡
大
を

議
員

護
佐
丸
バ
ス
が
本

格
運
用
さ
れ
て
７
年
に
な

り
、
ル
ー
ト
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
質
問
し
ま
す
。
①

利
用
者
状
況
の
年
次
ご
と
統

計
は
。
②
利
用
者
、
村
民
の

声
や
意
見
は
収
集
で
き
て
い

る
か
。
③
ル
ー
ト
の
見
直
し

や
バ
ス
停
の
変
更
を
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き

が
必
要
か
。
④
観

光
推
進
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
は
出
来
て

い
る
か
。

村
長

費
用
を
か

け
れ
ば
も
っ
と
時

間
も
短
縮
し
、
便

利
に
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら
も
お

知
恵
を
い
た
だ
き

な
が
ら
何
か
い
い

方
法
は
な
い
か
。

最
小
限
の
費
用
で

も
っ
と
有
効
に
や

れ
る
ル
ー
ト
を
探

す
す
べ
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課
長

利
用

者
状
況
や
経
営
状
況
は
成
果

説
明
書
で
提
出
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
、
行
政
懇
談

会
で
の
意
見
、
議
員
の
皆
様

か
ら
の
提
案
。
ル
ー
ト
の
見

直
し
は
、
地
域
公
共
交
通
協

議
会
を
開
催
し
、
合
意
形
成

を
図
り
、
一
般
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
の
許
可
を
取
る
。

既
存
路
線
内
で
観
光
と
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

運
行
に
プ
ラ
ス
効
果
が
期
待

で
き
、
観
光
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
の
可
能
性
を
検
討
で
き
る

か
調
整
し
た
い
。

議
員

今
回
の
提
案
を
お
手

元
の
資
料
で
説
明
し
ま
す
。

（
説
明
割
愛
）

学
童
ク
ラ
ブ
利
用

料
の
負
担
軽
減
を

議
員

子
育
て
支
援
の
充
実

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中

で
、
負
担
軽
減
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。
①
県
平
均
よ
り

高
い
利
用
料
の
学
童
ク
ラ
ブ

は
。
そ
の
理
由
は
。
②
施
設

や
敷
地
の
賃
借
料
の
補
助
支

援
は
ど
う
か
。
③
送
迎
バ
ス

使
用
の
補
助
支
援
は
で
き
る

か
。
④
支
援
員
の
研
修
支
援

は
ど
う
か
。
⑤
中
城
村
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
へ
の
補
助

金
削
減
は
な
ぜ
か
。

こ
ど
も
課
長

村
内
の
全
て

の
学
童
ク
ラ
ブ
で
高
い
学

年
が
あ
る
。
県
平
均
は
9
，

２
３
９
円
、
村
平
均
は
９
，

３
１
５
円
で
、
お
や
つ
代
や

保
護
者
会
費
な
ど
実
費
負
担

が
理
由
と
考
え
る
。
賃
借
料

補
助
は
実
施
す
る
考
え
無

し
。
送
迎
バ
ス
補
助
は
令
和

３
年
度
よ
り
実
施
。
支
援
員

等
資
質
向
上
研
修
を
実
施
。 石原　昌雄 議員

  護佐丸バスルート（私案）

「日米地位協定」
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一般質問

村
長

今
後
検
討
し
ま
す
。

議
員

公
共
駐
車
場
か
ら
歩

い
て
来
る
と
き
に
歩
道
は
ど

う
し
て
も
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
早
め
に
計
画
を
し

て
下
さ
い
。

村
道
管
理
支
援
を

議
員

安
里
中
央
線
、
当
間

前
原
線
、
屋
宜
被
留
線
の
周

辺
管
理
を
し
て
い
る
住
民
へ

活
動
支
援
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

都
市
建
設
課
長

村
一
円
の

維
持
管
理
と
費
用
捻
出
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

議
員

那
覇
市
で
は
愛
護
会

と
い
う
美
化
活
動
の
支
援
が

あ
り
ま
す
。
村
道
の
美
化
環

境
維
持
、
花
い
っ
ぱ
い
の
中

城
村
に
す
る
た
め
に
支
援
を

行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

企
画
課
長

関
係
課
と
調
整

し
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
有
地
借
地
料

見

直

し

を

議
員

村
有
地
南
上
原
の

サ
ン
エ
ー
の
賃
貸
料
の
見
直

し
の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長

村
有
地
の
賃
貸

料
は
契
約
書
に
お
い
て
「
諸

物
価
及
び
公
租
公
課
の
変

動
、
近
隣
と
比
較
し
て
相
当

で
な
く
な
っ
た
場
合
は
双
方

協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

ま
た「
3
年
毎
に
更
新
す
る
」

と
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
物

価
等
が
安
定
し
、
大
幅
な
地

価
の
上
昇
や
下
落
が
な
い
こ

と
か
ら
賃
貸
料
の
見
直
し
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員

サ
ン
エ
ー
の
賃
貸
料

は
坪
２
５
０
円
で
す
が
、
今

南
上
原
近
辺
で
の
民
間
の
借

地
料
は
月
額
坪
１
，０
０
０

円
で
す
の
で
協
議
を
し
て
、

賃
貸
料
の
値
上
げ
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。

新

庁

舎

周

辺

用

途

変

更

へ

議
員

中
城
村
新
庁
舎
周
辺

の
土
地（
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
）

の
地
区
全
体
の
用
途
変
更
す

べ
き
と
考
え
、
県
へ
の
要
請

申
請
等
は
行
っ
た
か
。

都
市
建
設
課
長

県
へ
の
要

望
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
な
計
画
の
調
整
を
今

後
、村
内
部
で
調
整
を
行
い
、

県
と
協
議
の
予
定
。

議
員

新
庁
舎
東
側
道
路

（
当
間
前
原
線
か
ら
安
里
中

央
線
）
の
拡
幅
、
歩
道
整
備

の
考
え
は
。

都
市
建
設
課
長

計
画
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員

こ
の
道
路
は
庁
舎
敷

地
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
も
あ
り

ま
す
。
こ
ど
も
園
も
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
す
る
予
定
で
あ
る
。

と
い
う
事
は
安
里
中
央
線
ま

で
拡
幅
は
計
画
で
き
る
と
思

う
が
ぜ
ひ
計
画
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

金城　章 議員

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
、
今
後
の
教
育
行
政
の
課

題
は
。

教
育
総
務
課
主
幹

最
大
の

課
題
は
授
業
時
数
の
確
保
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
授
業
時
数
確
保
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し

て
子
供
た
ち
の
学
び
を
確
実

に
保
障
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た

感
染
防
止
に
努
め
、
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

村
道
奥
間
南
上
原
線

議
員

国
道
向
け
の
新
設
右

折
道
路
帯
の
拡
幅
に
伴
う
詳

細
設
計
は
完
了
し
た
か
。

都
市
建
設
課
長
詳
細
設
計

は
完
了
し
、
国
道
事
務
所
、

県
警
と
細
部
の
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

議
員
用
地
・
物
件
等
の
鑑

定
は
完
了
し
た
か
。

都
市
建
設
課
長
用
地
の
鑑

定
は
、
国
道
事
務
所
と
の
細

部
の
調
整
が
完
了
次
第
実
施

す
る
予
定
で
す
。
物
件
調
査

に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
の

予
定
で
す
。

議
員
令
和
４
年
度
事
業
着

手
予
定
の
用
地
購
入
費
・
物

件
補
償
費
等
の
県
へ
の
予
算

要
求
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長
５
月
に
概

算
要
望
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り
、

用
地
購
入
費
・
物
件
調
査
費
・

物
件
補
償
費
を
要
望
し
て
お

り
、
10
月
の
本
要
望
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

村

道

城

跡

線

議
員

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
亀

裂
に
つ
い
て
、
構
造
的
な
面

で
専
門
の
コ
ン
サ
ル
に
相
談

し
た
か
。

都
市
建
設
課
長
コ
ン
サ
ル

に
確
認
し
、
構
造
計
算
上
問

題
な
い
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

亀
裂
部
分
は
補
修
を
行
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
経
過
を
観

察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

議
員
補
修
部
分
で
既
に
亀

裂
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

定
期
的
な
維
持
管
理
を
指
摘

し
て
お
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
事
業

議
員

本
村
の
現
時
点
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
は
。

こ
ど
も
課
長

９
月
６
日
時

点
の
全
年
代
の
接
種
率
は
、

１
回
目
50・
73
％
、
２
回
目

36
％
で
す
。

議
員

接
種
の
加
速
化
は
可

能
か
。
ワ
ク
チ
ン
配
分
に
問

題
は
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長

ワ
ク
チ
ン
配

分
と
加
速
化
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
の

加
速
化
へ
向
け
、
モ
デ
ル
ナ

ワ
ク
チ
ン
配
布
を
県
と
調
整

中
で
す
。

議
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
現
況

は
。

健
康
保
険
課
長

4
月
か
ら

8
月
ま
で
の
検
査
総
数
は

１
，
３
６
０
件
、
先
月
は
週

35
名
程
度
で
推
移
し
て
お

り
、
30
代
以
下
の
若
い
世
代

の
検
査
数
が
増
え
て
い
ま

す
。

伊佐　則勝 議員

補修完了後

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
宜
野
湾
横
断
道
路
の
進

捗
、
緩
和
区
域
周
辺
道
路

整
備
、
潮
垣
線
道
路
拡
幅

（ 10 ）（ 10 ）
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一般質問

取
れ
な
い
の
か
。
し
っ
か
り

対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

住
民
生
活
課
長

原
建
設
工

業
先
交
差
点
の
信
号
機
設
置

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
2
年
度
に
か
け
て
宜

野
湾
警
察
署
へ
交
通
規
制
所

管
の
公
安
委
員
会
宛
て
上
申

さ
れ
る
よ
う
要
請
を
行
っ
て

来
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
設
置

の
実
現
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
状
の
交
通
安
全
対
策

と
し
て
、
停
止
線
に
よ
る
交

通
規
制
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
は
実
施
し
て
い
る
。

当
該
交
差
点
で
の
直
近
3

年
間
の
交
通
事
故
件
数
は
令

和
元
年
15
件
、
令
和
2
年
が

5
件
、
令
和
3
年
8
月
末
時

点
で
5
件
で
す
。

都
市
建
設
課
長

②
は
他
の

要
望
事
項
と
合
わ
せ
て
設
置

の
検
討
を
行
い
た
い
。

議
員

確
か
に
平
成
29
年

度
、
令
和
元
年
度
、
令
和
２

年
度
の
３
回
も
村
長
か
ら
県

警
察
公
安
委
員
会
へ
要
請
さ

れ
て
停
止
線
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
等
、
村
の
で
き

る
対
策
は
取
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
す
が
こ
の
交
差
点
は

高
速
道
路
の
側
道
と
大
瀬
線

か
ら
来
る
車
同
士
が
ぶ
つ
か

る
の
で
す
。
直
近
3
か
年
で

25
件
50
台
以
上
の
車
が
衝
突

事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
登
又
区
民
、
村
民
、

県
民
の
命
に
か
か
わ
る
重
大

な
問
題
で
す
の
で
事
故
を
な

く
す
よ
う
信
号
機
設
置
要
請

を
強
力
に
進
め
て
ほ
し
い
と

再
度
要
請
し
ま
す
。

大
瀬
線
・
中
城
城
跡

線
の
交
通
安
全
対
策

議
員

①
登
又
１
８
１
番

地
、
原
建
設
工
業
先
交
差
点

の
信
号
機
設
置
を
県
警
察
本

部
へ
平
成
29
年
８
月
８
日
か

ら
３
回
も
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
が
ど
の
よ
う
な
進
捗
に

な
っ
て
い
る
か
。
去
る
８
月

10
日
衝
突
事
故
が
起
き
た
。

直
近
３
年
間
に
起
き
た
衝
突

事
故
は
何
件
か
伺
い
ま
す
。

②
新
た
に
太
田
線
と
中
城
城

跡
線
の
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
設
置
を
要
請
し
ま
す
。

村
長

こ
の
大
瀬
線
が
完
成

し
た
時
に
非
常
に
事
故
が
多

か
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た

め
に
、
優
先
が
は
っ
き
り
分

か
る
よ
う
に
す
る
だ
と
か
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
も
う
一
度
精
査

し
て
、
な
ん
だ
か
の
対
策
が

考
え
て
い
ま
す
。

白
川
線
の
調
査

議
員

国
道
３
２
９
号
線
に

沿
っ
て
排
水
が
通
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
排
水
と
１
６
０
番

地
上
流
か
ら
下
流
に
合
流
す

る
所
に
破
損
の
部
分
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
地
下
へ
深
く

水
が
落
ち
て
い
く
の
が
確
認

で
き
ま
す
。
そ
こ
を
利
用
す

る
人
達
は
近
い
う
ち
甚
大
な

被
害
が
起
こ
る
の
で
は
と
大

変
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
調
査
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
問
題
の
河
川
の
上

は
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
の
行
事
や
集
会
、

ラ
ジ
オ
体
操
等
、
必
ず
そ
の

橋
を
通
り
ま
す
。
国
道
を
横

切
れ
ば
近
い
で
す
が
、
国
道

は
S
字
形
の
道
路
で
交
通
事

故
の
多
発
地
域
で
あ
る
の
で

横
切
る
の
は
至
難
の
業
で

す
。必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
、

問
題
の
河
川
の
上
を
通
っ
て

泊
交
差
点
ま
で
き
て
横
断
し

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
安

全
の
た
め
、
不
安
を
と
り
の

ぞ
く
た
め
に
も
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。

都
市
建
設
課
長

現
場
は
土

木
業
者
も
一
緒
に
見
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
音
が
す
る

の
は
空
洞
が
原
因
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
そ
こ
を
修
繕
し

て
、
そ
の
後
に
再
度
確
認
、

そ
れ
が
原
因
か
ど
う
か
、
調

査
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

議
員

大
ク
ワ
デ
ィ
ー
サ
の

裏
か
ら
泊
安
里
の
神
屋
、
泊

大
屋
の
神
屋
に
通
ず
る
道
は

坂
で
し
か
も
カ
ー
ブ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
道
も
老
朽
化
が

進
ん
で
舗
装
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
車
道
の
両
側
は
樹
木

が
生
い
茂
っ
て
光
が
入
り
に

く
く
苔
が
生
え
て
き
ま
す
。

最
近
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
ス

リ
ッ
プ
し
、
勾
配
の
大
き
い

崖
側
へ
転
落
す
る
事
故
が
あ

り
、
生
活
道
路
と
し
て
住
民

は
車
が
通
る
た
び
に
大
き
な

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

崖
部
の
安

全
対
策
と
し
て
通
行
す
る
車

へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
、
又
は
、
注
意
喚
起
を
促

す
た
め
の
コ
ー
ン
ポ
ス
ト
の

設
置
を
検
討
、
道
路
の
滑
り

止
め
対
策
と
し
て
維
持
管
理

の
範
囲
で
の
対
応
の
検
討
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る

方
向
で
進
め
て
行
き
た
い
と

安里　ヨシ子 議員

渡嘉敷　眞整 議員
しんしょう

河川底の修繕後

ガードレール設置状況

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
登
又
公
民
館
横
に
あ
る
二

級
村
道
三
田
線

●
と
よ
む
中
城
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
条
例
の
騒
音
に

対
す
る
必
要
な
指
導
勧
告

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第

5
波
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一般質問

量
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
道
路
の
高
低
差
の
件
②
袋

地
の
件
③
側
道
の
件
④
今
後

の
協
議
の
場
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

都
市
建
設
課
長

現
在
、
南

部
国
道
事
務
所
発
注
で
測
量

業
務
が
行
わ
れ
て
お
り
、
測

量
後
に
道
路
設
計
を
発
注
す

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
道

路
の
高
低
差
は
、
今
後
発
注

さ
れ
る
設
計
業
務
の
中
で
決

定
さ
れ
ま
す
。
②
と
③
に
つ

い
て
も
、
設
計
業
務
の
中

で
、
国
道
事
務
所
と
村
で
協

議
を
行
い
ま
す
。
袋
地
が
発

生
し
て
、
地
権
者
に
不
利
益

が
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
き

ま
す
。
④
詳
細
設
計
後
に
地

域
へ
の
用
地
説
明
会
、
工
事

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

河

川

管

理

議
員

①
津
覇
前
原
６
６
４

番
地
か
ら
海
に
至
る
溝
②
和

宇
慶
川
は
草
が
生
い
茂
っ
て

い
て
水
は
け
等
も
悪
い
が
、

掃
除
等
は
可
能
か
伺
い
ま

す
。

都
市
建
設
課
長

地
権
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
土
砂
浚
渫

等
、
管
理
機
械
が
入
れ
な
い

状
況
で
、
維
持
管
理
が
で
き

な
く
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
関
係
地
権
者
の
協

力
、
同
意
を
得
な
が
ら
、
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
水
路
に
接
す

る
耕
作
放
棄
地
か
ら
繁
茂
す

る
草
、
雑
木
の
除
去
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会

や
地
元
の
方
と
連
携
し
な
が

ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

②
何
度
か
浚
渫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
排
水

路
は
、
大
雨
の
度
に
土
砂
が

堆
積
す
る
所
と
把
握
し
て
い

ま
す
。
大
量
の
土
砂
が
流
出

し
て
い
る
た
め
、
浚
渫
作
業

を
行
う
ヤ
ー
ド
と
予
算
の
確

保
に
向
け
て
計
画
を
し
て
い

き
ま
す
。

災

害

対

策

議
員

土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
近
年
の
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

住
民
等
の
生
命
や
身
体
に
危

害
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
改
め
て
調
査
し
安
全
・

安
心
な
居
住
環
境
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
対
応

を
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

津
覇
地
区

の
急
傾
斜
地
に
つ
い
て
は
、

中
部
土
木
事
務
所
へ
対
策
を

要
望
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
調
査
と
対
策
の
業
務
を

発
注
す
る
と
い
う
事
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

国
道
３
２
９
号

西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

議
員

去
る
７
月
12
日
に
、

津
覇
自
治
会
に
対
し
説
明
会

が
持
た
れ
ま
し
た
。
現
在
測

玉那覇　登 議員

新垣　修 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種

●
生
活
改
善
推
進
な
ど

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
ま

た
い
ろ
ん
な
方
法
、
知
恵
を

出
し
な
が
ら
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
考
中
で
す
が
、
現

在
そ
の
方
法
が
ま
だ
見
つ

か
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

議
員

感
染
対
策
に
警
戒
心

を
強
め
、
取
り
組
み
に
敬
意

と
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
学

内
、
通
学
バ
ス
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
ら
、
学
級

閉
鎖
や
運
行
停
止
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
徹
底
し
た

対
策
を
講
じ
、
受
験
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
学
び
の
場
の
確
保

に
ご
尽
力
下
さ
い
。

制
服
に
名
前
の
刺
し
ゅ
う

生
徒
の
人
権
は

議
員

胸
元
に
生
徒
の
名
前

が
書
か
れ
た
制
服
。
名
前
を

知
ら
れ
る
こ
と
で
不
審
者
か

ら
狙
わ
れ
や
す
い
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、
生
徒
の
安
全
性

を
高
め
る
為
に
近
年
見
直
し

の
傾
向
が
増
え
始
め
て
い
ま

す
が
協
議
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

教
育
長
学
校
現
場
か
ら
制

服
の
名
前
で
不
審
者
か
ら
狙

わ
れ
た
と
い
う
報
告
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
生
徒
の
安
全
の

確
保
の
た
め
に
見
直
し
が
必

要
だ
と
学
校
現
場
か
ら
話
が

あ
れ
ば
、
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
生
徒
の
立
場
か
ら
ど

う
な
の
か
と
、
私
は
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
！

提
案
で
す
が
フ
ラ
ッ

プ
ポ
ケ
ッ
ト
型
を
検
討
し
て

頂
き
、
下
校
時
は
名
前
を
フ

ラ
ッ
プ
で
抑
え
る
。
精
神
的

に
も
安
心
を
担
保
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
校
現
場
の
意
見
云
々
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
生
徒
の
意
見
も

踏
ま
え
て
現
場
と
精
査
し
、

御
検
討
し
て
頂
き
た
い
と
希

望
し
ま
す
。

通
学
バ
ス
感
染
対
策
と

安
心
安
全
な
密
対
策
は

議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

者
の
感
染
対
策
や
安
心
安
全

を
協
議
し
た
こ
と
は
？

教
育
総
務
課
長

２
学
期
開

始
直
前
よ
り
、
感
染
対
策
に

係
る
送
迎
計
画
を
調
整
し
、

密
に
な
ら
な
い
送
迎
ル
ー
ト

の
変
更
や
便
数
の
増
便
を
提

案
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員

西
日
が
強
く
差
す
一

般
の
バ
ス
停
で
、
東
陽
バ
ス

利
用
者
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
者
が
混
在
し
そ
こ
で
密
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
通
学
バ

ス
を
校
内
に
乗
り
入
れ
て
の

密
対
策
改
善
を
高
く
評
価
し

ま
す
。

一
部
生
徒
か
ら
、
密
対
策

に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
嘆
き

の
声
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

超
過
密
の
打
開
策
と
し
て
送

迎
計
画
、
ル
ー
ト
の
見
直
し

計
画
を
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長

バ
ス
会
社

正門前での乗車状況

胸ポケットに名前

通称「和宇慶ガーラ」
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一般質問

中
城
小
学
校
区
内

の

環

境

整

備

議
員

泊
久
場
境
界
線
は
道

幅
が
狭
い
た
め
対
向
車
が
接

触
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
。
久
場
境
界
線
の
全
て
で

は
な
く
、
泊
中
央
線
～
中
央

鶏
卵
社
ま
で
年
次
的
に
Ｕ
字

溝
に
蓋
を
し
て
道
路
整
備

は
。

都
市
建
設
課
長
将
来
的
に

は
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
も

整
備
の
検
討
を
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
添
石
・
伊
舎
堂
・
泊

ま
で
潮
垣
線
農
道
は
デ
コ

ボ
コ
し
て
、
雨
が
降
っ
た
ら

水
が
溜
ま
り
農
家
の
人
達
が

困
っ
て
い
る
が
、
農
道
舗
装

工
事
計
画
は
。
ま
た
、
な
か

ぐ
す
く
日
の
出
園
側
「
吉
の

浦
線
」
は
、
毎
回
大
雨
の
た

び
に
排
水
路
か
ら
水
が
道
路

に
氾
濫
す
る
が
対
策
は
。

副
村
長

農
道
整
備
は
現

在
、（
屋
宜
の
一
部
～
添
石

の
一
部
ま
で
の
区
域
）
を
施

工
中
で
、
中
城
第
3
地
区
の

工
事
は
令
和
4
年
で
完
了
す

る
予
定
で
す
。（
添
石
の
一
部

～
泊
地
区
）
は
当
初
は
、
令

和
5
年
～
令
和
7
年
ま
で
の

整
備
予
定
で
し
た
が
前
倒
し

し
て
、
令
和
4
年
度
か
ら
実

施
設
計
を
行
い
、
令
和
5
年

度
よ
り
、
工
事
を
着
手
、
令

和
6
年
度
に
完
成
す
る
予
定

で
す
。
な
か
ぐ
す
く
日
の
出

園
側
下
の
排
水
路
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
に

農
道
舗
装
工
事
設
計
を
入
れ

て
、
令
和
6
年
度
ま
で
の
完

成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

行
き
ま
す
。
農
道
舗
装
工
事

の
中
で
排
水
路
が
つ
く
れ
る

か
県
と
調
整
中
で
す
。

久
場
地
区
の
施
設
整
備

議
員

久
場
公
民
館
下
の
海

岸
～
中
城
モ
ー
ル
ま
で
、
防

砂
ネ
ッ
ト
の
支
柱
が
錆
び

て
、
砂
が
住
宅
地
や
畑
ま
で

来
る
が
対
策
と
「
東
海
産
業

～
熱
田
」
約
８
０
０
ｍ
の
護

岸
は
、
7
月
に
発
生
し
た
台

風
6
号
で
畑
や
護
岸
に
海
岸

ゴ
ミ
が
散
乱
し
た
。
ま
た
、

護
岸
の
陥
没
も
大
き
く
な
っ

て
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

が
、
今
後
の
課
題
解
決
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

都
市
建
設
課
長

今
年
度
、

対
策
検
討
業
務
を
行
い
、
そ

の
後
、
対
策
の
工
事
を
行
う

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。「
東

海
産
業
～
熱
田
」
護
岸
整
備

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
海

岸
事
業
要
望
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の

中
で
、
早
急
な
事
業
化
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

新垣　貞則 議員

を
起
点
と
し
中
城
城
跡
等
世

界
遺
産
群
を
つ
な
ぐ
東
海
岸

文
化
ロ
ー
ド
、
各
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
等
東
海
岸
地
域
の
持

つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
生
か
し
た
施
策
の
展
開
が

期
待
さ
れ
る
。
村
と
し
て
は

県
及
び
近
隣
市
町
村
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
む
。

議
員

東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ

イ
ズ
推
進
協
議
会
に
策
定
さ

れ
た
「
沖
縄
サ
ン
ラ
イ
ズ
エ

リ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
は
活
用
さ
れ
て
い

る
か
、
ル
ー
ト
の
標
識
の
整

備
等
は
終
わ
っ
て
い
る
か
伺

う
。

副
村
長

２
０
０
部
の
冊
子

を
役
場
産
業
振
興
課
、
商
工

会
、
観
光
協
会
及
び
各
飲
食

店
に
配
布
済
。
自
転
車
ル
ー

ト
看
板
を
今
後
順
次
設
置
し

て
い
く
予
定
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る

水
質
汚
染
問
題

議
員

在
沖
米
軍
海
兵
隊
は

普
天
間
飛
行
場
に
保
管
し
て

い
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
を
含
む
汚

水
の
下
水
道
へ
の
放
出
を
始

め
た
。
こ
の
状
況
で
県
及
び

近
隣
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ

て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長

現
在
、
近

隣
市
町
村
連
携
し
て
の
行
動

予
定
は
な
い
が
、
宜
野
湾
市

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
対
応

し
て
い
き
た
い
。

議
員

北
谷
浄
水
場
の
飲
料

水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
量
は
16

～
17
ｎ
ｇ
／
Ｌ
で
あ
る
が
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
は
体
内
に
蓄
積
さ
れ

る
。そ
の
件
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

国
の
定
め

た
基
準
値
50
ｎ
ｇ
／
Ｌ
を
遵

守
す
る
事
が
妥
当
で
は
な
い

か
。泊

バ
ス
停
の
整
備

議
員

泊
バ
ス
停
の
整
備
の

件
で
８
月
25
日
南
部
国
道
事

務
所
の
交
通
対
策
課
長
と
交

渉
、
今
年
設
計
、
次
年
度
ま

で
に
は
設
置
と
の
返
事
だ
が

現
状
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

南
部
国
道
事
務

所
交
通
対
策
課
長
が
来
庁
し

来
年
に
は
設
置
と
の
事
。

中

城

中

学

校
、

旧
役
場
庁
舎
跡
地
利
用

議
員

村
は
中
城
中
、
旧
役

場
庁
舎
跡
地
へ
の
商
業
施
設

誘
致
の
た
め
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
て
受
託
者
を
特

定
済
み
と
あ
る
が
そ
の
業
務

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
課
長

市
場
調
査
を
実

施
し
、
土
地
利
用
に
対
す
る

意
向
や
商
業
サ
ー
ビ
ス
需
要

の
動
向
を
把
握
し
、
商
業
施

設
誘
致
の
為
の
基
本
構
想
を

策
定
す
る
事

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

基
本
計
画
策
定

議
員

県
は
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
を
軸
に
整
備
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
が
そ
の
新
た
な

展
開
に
対
し
村
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

企
画
課
長

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

桃原　清 議員

添石地区の農道

東海産業～熱田向けの護岸

（ 13 ）（ 13 ）
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※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
全
て
に
網
羅
出
来
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

議
員

課
長
は
、
費
用
対
効

果
は
出
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、私
は
費
用
対
効
果
は
、

そ
れ
ほ
ど
出
て
い
る
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と

出
す
べ
き
で
そ
の
為
に
事
務

委
託
者
の
資
質
能
力
向
上

は
、
村
の
発
展
、
活
性
化
に

は
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま

す
。
真
剣
に
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

中
城
地
域
防
災

議
員

最
近
の
異
常
気
象
に

よ
り
、
全
国
で
大
雨
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
が
、
村
内
の
災
害
危
険
、

盛
土
、
地
滑
り
予
想
個
所
の

調
査
は
毎
年
実
施
し
て
い
る

の
か
。
避
難
指
示
発
令
時
の

避
難
困
難
者
の
把
握
と
対
応

は
、
説
明
を
求
め
ま
す
。

総
務
課
長
本
村
は
、
中
頭

東
部
地
区
地
滑
り
地
帯
に
含

ま
れ
て
土
砂
災
害
の
危
険
地

域
と
な
っ
て
お
り
、
危
険
個

所
に
つ
い
て
は
、
県
が
毎
月

調
査
し
て
い
る
観
測
デ
ー
タ

が
村
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、

村
は
調
査
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

福
祉
課
長
避
難
困
難
者
調

査
に
つ
い
て
は
、
個
別
支
援

計
画
を
、
今
後
、
民
生
委
員

や
自
治
会
、
消
防
、
警
察
と

連
携
し
て
策
定
し
て
い
く
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

議
員

県
の
デ
ー
タ
に
基
づ

く
、
村
独
自
の
現
地
調
査
も

毎
年
実
施
し
て
万
全
を
期
す

よ
う
に
、
又
、
避
難
困
難
者

支
援
計
画
を
早
急
に
策
定
す

る
様
に
要
望
し
ま
す
。
皆
さ

ん
方
は
、
村
民
の
生
命
財
産

を
守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
か

ら
。

村

事

務

委

託

要
綱
の
見
直
し

議
員

質
問
す
る
前
に
一

言
、執
行
部
の
皆
さ
ん
方
は
、

議
会
で
言
葉
尻
を
取
ら
れ
る

様
な
答
弁
や
発
言
ま
た
は
個

人
的
見
解
は
し
な
い
こ
と
。

更
に
議
会
と
行
政
の
ル
ー
ル

を
厳
守
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、
質
問
に
移
り
ま
す
。
前

回
の
議
会
で
も
質
問
し
ま
し

た
が
、事
務
委
託
者
の
資
質
、

能
力
向
上
は
、
村
の
発
展
・

活
性
化
に
は
不
可
欠
と
思
い

ま
す
が
、
要
綱
の
見
直
し
を

し
て
、
視
察
研
修
制
度
を
導

入
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か

説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長

前
回
も
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
地
域
の
活
性
化

が
村
の
活
性
化
発
展
に
つ
な

が
る
と
言
う
面
で
は
方
向
性

は
議
員
と
同
じ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
要
綱
の
見
直
し
に
こ

だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
村
長

が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
関

保
護
受
給
者
や
生
活
困
窮
者

へ
の
就
労
、
自
立
支
援
へ
の

本
村
の
取
組
は
。

福
祉
課
長

生
活
困
窮
者
へ

の
自
立
支
援
及
び
就
労
支
援

に
つ
い
て
は
、
中
部
の
８
町
村

に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
の
自

立
支
援
機
関
で
あ
る
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

中
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た

め
、
福
祉
課
や
社
協
に
相
談

が
あ
れ
ば
、
こ
の
相
談
機
関

へ
の
案
内
や
引
継
ぎ
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
環
境

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
る
中
で
、
子
供

た
ち
へ
の
学
習
機
会
の
確

保
、
陽
性
者
の
発
生
等
に
よ

り
通
常
の
学
校
運
営
が
行
な

え
な
く
な
っ
た
場
合
へ
の
対

応
は
。

教
育
長

子
供
た
ち
に
で
き

る
だ
け
各
影
響
を
与
え
な
い

た
め
に
、
学
校
現
場
と
連
携

し
て
感
染
防
止
の
徹
底
、
学

力
の
保
障
や
授
業
時
数
の
確

保
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

小
中
学
校
の
休
業
や

外
出
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
、

子
供
の
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
依

存
等
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
本
村
の
現
状

と
対
策
は
。

教
育
総
務
課
主
幹

ネ
ッ
ト

依
存
に
つ
い
て
調
査
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
保
護
者

面
談
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒

の
家
庭
で
の
様
子
を
把
握

し
、
連
携
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
含
む
情
報
端
末
機

器
指
導
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
と
関
連

し
て
お
り
、
授
業
に
お
い
て

適
切
に
指
導
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

中

城

村

の

生
活
保
護
行
政

議
員

憲
法
は
、「
す
べ
て

の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し

て
お
り
ま
す
。
最
低
限
度
の

生
活
を
保
障
す
る
も
の
が
生

活
保
護
制
度
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
生
活
保
護
受
給
者
の

現
状
は
。

福
祉
課
長

令
和
３
年
８
月

末
ま
で
、
相
談
94
件
、
申
請

79
件
、
う
ち
決
定
が
55
件
、

取
り
下
げ
７
件
、却
下
17
件
。

令
和
３
年
３
月
末
現
在
の
本

村
の
受
給
者
は
、
１
６
３
世

帯
、
１
９
８
人
が
受
給
し
て

お
り
、
村
の
総
人
口
に
占
め

る
受
給
率
は
０
・
９
０
２
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

平
成
27
年
度
よ
り
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
で
早
期
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活

仲松　正敏 議員

新垣　善功 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
村
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
の
実

態
●
村
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
と
対
応

授業風景

（ 14 ）（ 14 ）

令和3年9月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



　令和３年６月７日付けで提出されておりました
請願「南上原地区交番設置を求める請願書」は、
総務常任委員会へ付託され、委員会にて県警察本
部担当者との協議結果も含め意見を付して報告さ
れ、９月27日に本会議で採択されました。
　また、請願には意見を付して、10月５日宜野
湾警察署へ文書を提出いたしました。

【意見】交番を設置するにあたり、中城村内にある現在の駐在所は地域住民と各学校、
PTAと地域に根ざした安心・安全な駐在所なので残すこと

南上原地区
交番設置を求める
請願書の提出

日　時 令和３年10月５日（火）10時30分
場　所 宜野湾警察署
出席者 新垣博正議長、比嘉麻乃議員、
　　 　南上原自治会長、宜野湾警察署長、
　　 　浜田京介村長、義間清住民生活課長

　議会採択の案件となり、中城村議会は各位の出席者と伴に宜野湾
警察署長へ請願の提出を行いました。

令和３年９月27日　採択

米海兵隊による有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）の汚水排出に対する抗議決議

記

在沖米海兵隊が８月26日、米軍普天間飛行場に保管していた有機フッ素化合物PFOS（ピーホス）
等を含む汚水、６万４千リットル（約ドラム缶320本分相当）を浄化して下水道に流した。汚水の処
理方法については日米両政府で協議中の段階で結論はまだ出ていない。
　海兵隊は処理計画が決まるまで排水しない考えを示していたが、一方的に放出を行い、しかも、
日本側への連絡は排水の30分前である。県や宜野湾市は排水に反対し、焼却処分を求めている。身
勝手な米軍の強行に強い不信感と激しい怒りを禁じ得ない。
　PFOSなどは自然界でほとんど分解されない化合物で、蓄積することにより、自然界や人体に及ぼ
す悪影響は計り知れない。沖縄では水道水に混入しているPFAS等、大きな問題になっている中で、
今度は下水道を通じて沖縄の豊かな海まで汚水を垂れ流すことは言語道断である。『沖縄は米軍の廃
棄物処理場』ではない。抑止力の名の下、占領意識丸出しで環境汚染を続ける米軍を県民、村民は
決して許さない。
　日本政府も米軍による事件・事故に対し、国として断固として抗議が出来ない異常な事態であり、
戦後76年を経た今でも主権を行使できない日本政府は主権国家といえるのか。沖縄の自然環境や人
権を軽視する「放置国家」と言わざるを得ない。
　度重なる米軍による人権無視や環境破壊は断じて許されるものではない。
　よって、本村議会は村民、県民の生命・財産・自然環境を守る立場から、今回の有機フッ素化合
物（PFAS）等の汚水排出に対し、厳重に抗議するとともに下記の事項が速やかに実現されるよう強
く要求する。

１　有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）を含む汚水の排出を中止すること。
２　従来どおり米軍の責任において、基地内で焼却処理を行なうこと。
３　日米地位協定を抜本的に改定すること。

決議第７号に対し全会一致で可決

（ 15 ）

令和3年9月定例議会
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今
年
も
間
も
な
く
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
読
者
の
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
一
年
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
県
勢
の
活
躍

は
目
覚
ま
し
く
メ
ダ
ル
を
多
数
獲
得
し
ま
し
た
。ま
た
年
末
を

迎
え
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
の
拡
大
が
緩
や
か
と
な
り
街
に
活

気
が
戻
り
始
め
、く
る
年
の
明
る
さ
を
予
感
さ
せ
て
い
ま
す
。

旧
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
政
府
は
日
米
地
位
協

定
を
抜
本
的
に
見
直
せ
」
の
看
板
を
新
た
に
掲
げ
る
こ
と
を

求
め
る
決
議
が
、
８
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ま
だ
看
板
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
コ
ン
テ
ナ
落
下
事
故
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
不
時
着

事
故
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
垂
れ
流
し
等
多
く
の
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。甚
大
な
犠
牲
を
村
民
・
県
民
に
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
訴
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
平
和
で
明
る
く
、
楽
し
い
一
年
が
や
っ

て
き
ま
す
事
を
切
に
祈
念
致
し
ま
す
。

（
安
里
清
市
）

議
会
だ
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り
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お問い合わせは　中城村議会事務局

の題字の募集をします !

ありがとうございま
した！

ありがとうございま
した！

ありがとうございま
した！

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません !
あなたの字のままでいいんです。

（☎098-895-4318）まで

ありがとうございま
しりがとうございましりがとうございましりがとうございましありがとうございま
し

第3回 議会報告会第3回 議会報告会第3回 議会報告会
日時：令和4年2月3日（木）
受付：午後6時（6時30分～8時まで）
場所：吉の浦会館大ホール

日時：令和4年2月3日（木）
受付：午後6時（6時30分～8時まで）
場所：吉の浦会館大ホール

議会への要望・意見・提言など
村民の声の受付は
「中城村議会事務局」（☎098－895－4318）まで

議会への要望・意見・提言など
村民の声の受付は
「中城村議会事務局」（☎098－895－4318）まで

議会活動の報告です

皆さんの声を
お寄せ下さい!!

令和３年12月定例会令和３年12月定例会

（一般質問は12月6日（月）から12月9日（木）予定）（一般質問は12月6日（月）から12月9日（木）予定）

議会からのお知らせ

令和３年12月定例会は12月3日（金）から
12月10日（金）まで開催予定

令和３年12月定例会は12月3日（金）から
12月10日（金）まで開催予定

/傍聴に
行こう！/
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